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導入の経緯

熊本県警察様には約3500名の警察官・職員が
在籍されており、「県民の期待と信頼に応える
強い警察」を運営方針に活動を行っています。
今回お話をうかがった交通管制センター様で
は、県内全域の交通状況を一元的に集約し、絶
えず把握しコントロールすることで、県民に安
全で快適な交通環境を提供されています。

■ 所在地：熊本市中央区水前寺6丁目18番1号
■ URL http://www.pref.kumamoto.jp/police

▲交通管制センター様が
入る、熊本県警察本部
庁舎
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プロジェクター
「監視マルチシステム」

安全で安心して暮らせる熊本の実現を
目指して。

▲管制センターに設置された2基のマルチビジョンシステム。中央に配置された画面には、熊本県内全域の交通状況を表示。
　写真右上の画面には渋滞情報などを一覧表示している。

県内の交通状況を集約し、監視、コントロールする管制センターに、

2基のマルチビジョンシステムを納入。

熊本県警察本部 交通管制センター様では、刻々と変化する県内の交通

状況を集約し、監視、コントロールを行っています。室内は吹き抜けの高

い天井で、これまでは壁面にモザイクパネル式の表示装置を設置してい

ました。この度、表示装置の機器更新時期となったことから、レーザー光

源のプロジェクターを用いた映像装置へと置き換えを決定されました。

機器を選定する中で、

●24時間365日の運用に耐えられ、保守作業も効率化できる。

●高輝度で、明るい室内でもしっかりとした映像が表示できる。

●スクリーン間の目地幅が狭く、視認性が高い。

●視野角が広く、室内のどこからでもクッキリとした表示を確認できる。

といった特長が評価され、当社製1チップDLP®方式レーザープロジェク

ター PT-RZ671とズームレンズET-DLE055で構成した、72インチ×20面

と65インチ×4面のマルチビジョンシステム2基を中心とした映像

表示システムをご採用いただきました。

変化する交通状況を映し出す大画面映像システム
２４時間連続稼動で県民の安全を見守っています。

RZ671+ET-DLE055　

72インチ(16:10)  

縦5段×横4列＝20面

Ｗ約6.2m×Ｈ約4.8m

RZ671+ET-DLE055  　

65インチ(16:10)  

縦2段×横2列＝4面

Ｗ約2.8m×Ｈ約1.7m
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システムの紹介

その他の納入事例に関しては、
ホームページをご覧ください。

http://panasonic.biz/prodisplays/
http://panasonic.biz/projector/jirei

今回、取材にご協力いただきました

導入を終えて

納入機器

熊本県警察本部

交通部交通規制課管理官（交通管制）　

荒木　健司　様

高い視認性と汎用性で、非常時にも有効に対応した映像表示システム。

導入いただいたプロジェクターについて、荒木管理官様からは「マルチビジョンは思った通り視認性が高い映像で、

スクリーン間の目地も気にならず、非常に満足いくものです。最も輝度の低いモードで運用していますが、充分な

視認性が確保できています。」と高い評価をいただきました。また、「さまざまな情報を瞬時に切り換えて表示できる、

とても汎用性が高いシステムを実現することができました。」と導入システムにご満足いただいております。

また、導入直後に発生した熊本地震の際も、直接投射方式をご採用いただいたことも幸いし、機器には不具合が生

じず問題なくシステムを運用でき、「ヘリコプターからの映像など、さまざまな情報を同時に表示することで、県内

交通網の状況を把握するのにとても有効でした。」とご感想をいただきました。

1チップDLP®方式プロジェクター

PT-RZ671
固定焦点レンズ（短焦点レンズ）

ET-DLE055 

「マルチスクリーンシステム」　
PT-RZ671×24台
ET-DLE055 

▲上階にある庁舎見学コースから見た管制センター。
ガラス越しからでも、鮮明な表示を実感できる。

長時間運用に対応する、DLP®方式レーザー光源プロジェクター。

管制センターの室内壁面中央に設置された72インチ×20面

（縦5面×橫4面）マルチビジョンシステムには、熊本県内の交

通状況がリアルタイムで表示されます。さらに、壁面向かっ

て右上に設置された65インチ×4面（縦2面×橫2面）マル

チビジョンシステムには、渋滞の発生箇所や距離などの詳細

情報を一覧表示することで、一目で県内の交通状況が把握でき

るようになっています。

2基のマルチビジョンシステムは、24時間、昼夜を問わず稼

働されることから、およそ10年間運用できるモードに設定。

DLP®方式のレーザー光源を採用することで、保守作業を

軽減するなど、長期のコスト削減にも貢献できる見込みです。

さまざまな映像ソースを容易に表示。

導入されたシステムには、簡単な操作で、多彩な映像情報

を表示することができます。例えば、マラソン大会などイ

ベント開催時や地震などの災害発生時には、通常表示に加

えて、ヘリコプターからの映像や、さまざまな関連情報を

同時に表示することができるため、交通状況をより正確か

つスピーディーで、多面的に把握することができるように

なりました。

多彩な情報を瞬時に表示できる汎用性の高い映像表示シス

テムですが、一方で容易な操作性も構築しており、緊急時

などでも専門職以外の職員や警察官の方々が使えるよう配

慮しています。

館内ネットワークに接続し、情報の共有化を実現。

今回の機器更新に併せて、映像表示システムを館内ネット

ワークに接続。これにより、管制センターで表示している交

通状況を館内のパソコンなどでも見ることができるように

なり、情報が一層スムーズに伝達できるようになりました。

▲操作卓から見る72インチ×
20面マルチビジョンシステ
ム。県内のどこでトラブルが
発生しているのかを一目で
見渡すことが可能。

▲管制センターは吹き抜けの高い天井になっている。一番低輝度となる「ロングラ
イフ3」モードで運用されているが、明るい室内でも充分に鮮明な表示を実現。
また、広視野角で室内の端からでも各種情報をハッキリ確認することができる。

▲ボックス内部。4台のPT-RZ671が一
列に並ぶ。これが5段配置されている。

▲操作卓に設置されたパソコンで容易に映像切換などが行える。

▲スクリーンの目地はほとんど
　目立たない。
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